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車検済みと誤認 
車検切れの公用車を運行 

車検が切れた状態の公用車が、複数回にわたって運行していたことが

判明しました。 

１ 概要 

企画部危機管理課が使用している公用車１台で、車検切れ（令和８年３月

27 日満了）の状態で運行していた事実が判明しました。 

 (1) 車種      トヨタ・ハイラックス 

 (2) 車検満了日  令和８年３月 27 日 

 (3) 無車検期間    令和８年３月 28 日～４月 27 日 

 (4) 運転日数     ９日 

 (5) 走行距離    173 ㎞ 

２ 経過 

４月 27 日 11 時頃、タイヤを交換するために車両を整備工場に持ち込んだ

際に判明。同日午後、警察へ報告しました。 

３ 原因 

  車検実施時の確認が不足していたことに加え、車検実施後の手続き（車検

証写しの車両管理課への提出）が徹底されていなかったため。 

時期 内容 

２月下旬 車両管理課が車両使用課に車検を実施するよう連絡。 

２月下旬 
車両使用課が車検を行う整備工場に連絡。３月４日に車両を

取りに来ることで調整。 

３月９日 
当該車両が駐車場にあったため、車検が終わったと誤認して

使用を再開。 

４ 再発防止策について 

・各車両及び運転日報に車検有効期限を明記し、車両を使用する職員が確認

できるよう有効期限の可視化を行います。 

 ・車検・点検予定などを記したチェックシートを作成し、課内で共有します。 

 

本資料の問い合わせ先 

企画部 危機管理課 

課長 野口 哲  電話 046-225-2196 


